
 

 

子どもの居場所づくりモデル事業について 

県民文化部こども・家庭課 

１ 事業の趣旨 

  地域の人と子どもたちの「あたたかなつながり」のなかで、子ども自身に困難を乗り越え

て自立するための力をつけてもらうため、学習支援、食事提供、悩み相談等を行う“一場所

多役”の居場所づくりを松本市及び飯田市で実施する。 

 

２ 対象者 

 ひとり親家庭や子どもだけで過ごすことが多い家庭環境にある小学生及び中学生 

 

３ 委託業者 

 特定非営利活動法人長野県ＮＰＯセンター 

 

４ 開設の概要 

 

 

５ 食料供給ネットワークの構築 

   「特定非営利活動法人フードバンク信州」と連携し、寄贈食料等の確保・保管・流通体制

の整備を進め、県内の広域的な食料供給ネットワークを構築する。 
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松本市 飯田市

並柳地区 松尾地区

　　　　　飯田市松尾公民館　又は

　　　　　飯田市勤労青少年ホーム

　　ＮＰＯ法人ワーカーズコープ松本事業所
　　松本市並柳団地町会

飯田子どもの居場所ネットワーク

松本大学尻無浜ゼミ
生存を支える会（仮）
個人ボランティア
松本市地域づくりセンター
松本市こども福祉課

飯田市ひとり親家庭福祉会
反・貧困飯伊ネットワーク
ほほえみのゆめプロジェクト
まいさぽ飯田
飯田市社会福祉協議会
長野県長寿社会開発センター
個人ボランティア
飯田市子ども支援課等

第１回 平成28年７月28日（木）10：00～14：00 平成28年８月１日（月）17：30～20：00

（週２～３回）火・木・土曜日 （週１～２回）火・木・土曜日

10：00～14：00 17：30～20：00

（週２回）水・土曜日 第１・３月曜日、第２・４土曜日

17：00～19：00 　17：30～20：00

52回 40回

30名程度 30名程度

松本市並柳団地集会所

定員

開設地域

開設予定
回数

開
設
日
時

夏休み

運営支援

開設会場

開設地区

通常

実施主体
【責任者】

平成28 年（2016 年）7月25 日 
県民文化部 こども・家庭課 ひとり親係 
（課長）草間 康晴（担当）山﨑 太登 
電 話：026-235-7147（直通） 
026-232-0111（代表）内線2358 
ＦＡＸ：026-235-7390 
Ｅ-mail:kodomo-katei＠pref.nagano.lg.jp 

資料２ 
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○ 事業の概要図 

 

 
○ 困難な環境にありながらも、夢を持つ子どもたちは、進学に向けた学習やサポートの場を求めています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多機能型の居場所のモデル実施

家庭で眠っている食料

賞味期限内で残っている商品

特定非営利活動法人

フードバンク信州

在庫商品・印字ミス製品等

広域的な食料供給ネットワークの構築

食品製造業者

スーパー

食品小売店

各家庭・個人

食

料

寄

贈

地域内の食料を確保・保管・流通することにより、地域

の中で自立的、継続的に食事提供ができる仕組みを構築

フードドライブ

災害備蓄品

県

地域ネットワーク

町会・自治会

ボランティア大学

ＮＰＯ

委

託

特定非営利活動法人

長野県NPOセンター

機 能

子ども

一人で過ごすことが多い

勉強を教えて欲しい

話を聞いてほしい

等市

全体のコーディネート

周知・広報

食料の確保・保管・供給

家庭で眠っている食料の寄贈を呼びかける場

となる「フードドライブ」を定期的に開催

学習支援

食事提供 悩み相談

1.5 
1.3 

15.9 
0.6 

2.1 
35.4 

21.7 
4.6 

16.9 

無回答
答えたくない

わからない・考えたことがない
その他
大学院
大学

専門学校
短大
高校

（単位：％）

0.9 
0.7 

4.5 
7.7 

15.1 
23.4 

27.3 
40.4 

66.5 
76.7 

無回答
答えたくない

その他
わからない・考えたことがない

学校の先生
大人のサポート

友達
親の応援

お金
学力・勉強

（単位：％）

5.9 
5.8 

20.7 
22.8 

33.9 
40.0 

45.3 
54.8 

56.8 

無回答
その他

ときどき夕飯、おやつ
親が帰ってくるまで友だちと

友だちも大勢参加
指導する大人がやさしい

勉強と遊び
行きたいときに行ける

勉強がわかるまで教えてくれる

（単位：％）

Ｑ．あなたは将来、どのような学校まで行きたいですか。 

Ｑ．家以外で勉強する場所の代わりに、近所の公民館などにみんなで一緒に勉強する場所をつくるとしたら、 
どのようなところならば参加してみたいですか。（複数回答） 

Ｑ．将来の夢をかなえるために、必要なものは何ですか。（複数回答） 

【資料】平成 27年度長野県「子どもの声」アンケート（ひとり親家庭児童） 


